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4.'社 会的 総 資財 の分 析
市民社会り運動総体を把握す るための序として分析鰐象にするものは,本 源
的にかつ各年度当初に社会が必要 とする先行的総資財である。社会的総資財は
個別的諸資財の総和であり,個 別資本の現実の運動は他個別資本または消費者
との関連において社会的にのみなされる。それゆえ資財分析は社会の立場か ら
なされる。社会的総資財の分類は次のとお りである6
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(iil)土 地改良
(iv)能 力
c流 動資本
(i)貨 幣
(ii)食 料品
(iii)衣 服 ・家具 ・建物の材料
(iv)完 成品
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以前の個別的資財の分類 とはちがって,構 成項 目と順序を異にする。分類は
3項 目にな り,固 定資本と流動資本がそれぞれ独立項 目に昇格されているQま
た,こ んどは固定資本が先の項 目にされており,あ らたに能力と貨幣が資本の
構成要素にされている。 これらのちがいが意味するところはなにか。以下,分
析にはい るo
a直 接消費留保部分
「第1は 直接の消費のために留保される部分であって,そ の特徴は,そ れが
収入または利潤をまった く生じないということである。それは,そ の本来の消
費者によって購買されは したものの,ま だ全部は消費されぬ食物,衣 服,家 具
などの貯えである。あ る一時期にその国に存在す る単なる住宅という全資財も
ヒ く　ヨ
また,こ の第1の 部分の一部をなしているo」
食物 ・衣服 ・家具 ・住宅は 「本来の消費者」のもとにあって消費進行申の物
資である。 「本来の消費者」 は労働者 ・資本家 ・地主の社会諸階級か ら構成 さ
れ る。かれ らはすでに獲得している賃金 ・利潤 ・地代塗もって衣食住品を購買
し消費す るのだが,か れらの継続的消費行為もその消費対象も,少 くとも第1
回 目の社会的生産が終了しているか,ま たは本来的には社会的再生産がおこな
われていることを前提としては じめて可能であ り,は じめて存在する。それゆ
　 コ
えス ミスは,社 会的総資財 のaの 内容 として,個 別的資 財のaの うちの(iiめ
「消費未完済 の消費資 財」 のみをあげ る。それは,社 会的再生産過 程の うちρ
あ る一時期に物的に社会的諸階級の もとに存 在す る衣食 住品であ る。
b固 定資本
マ ニュファクチ ャの経済 学老 ス ミスは産業革命前夜 にい る。 けれ ども彼は機
械 の意義 を非 常に深 くつ かんでい る。機械は 固定資本 の代表者 であ り,そ の文
明的労働手段 を もって 自然 に働 きかけ る人間労働 の世界が ス ミス市民社会の実
(1)A.Smith,∠ 肋1π4痂 プy物 彦o酌 θ 茄z'%ノθ α%4Cα%s6so∫ 彦んθ1物 σ1漉o∫
翫 彦ゴoπs.E(L,byRH.Campbe11andA.S.S琴inner.Vo1.1,ClarendoaPress,
Oxf◎rd,1976.(以 下 冊ヱVと略す)p,281.大 内兵衛 ・松川七郎訳 『諸国民の富』L
岩波書店,1969年,451頁 。 なお,本 稿ではかならず しも大内訳にしたがわ噸い。 引用
文中の[]は 筆者の補足である。...1
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質である。この内的実質をまず もって解明するために固定資本がさきに分析さ
れる。
スミスの固定資本はなに よりもまず分業労働の生産力増大のための物的基体
であ り,そ れは一定流動資本量の剰余価値生産におよぼす影響とい う視角か ら
把握される。固定資本は4項 目に分割されるが,そ れ ら全体の基底にあるもの
は最初④(i)「 機械 ・用具」であるo
(i)機 械 ・用具
「第1は,労 働を促進 した り短縮 したりす るいっさいの有用な機械や職業上
ゆ
の用具。」
(ii)建 物.
「第2は,賃 料 とひきかえにそれを賃貸 しする所有者 に 対 してだけではな
く,そ れを占有 してその賃料を支払 う人に対 しても収入を調達する手段 となる
いっさいの有利な建築物,た とえば,店 舗,倉 庫,仕 事場,農 舎およびこれに
必要ないっさいの建築物,つ まり畜舎,穀 倉など。 これ らの建築物は,単 なる`
往i宅とははなはだ しく異なる。それ らは,職 業上の用具の一種であ り,そ れと
ゆ
同一視 して さ しつかえない ものであ る。」
「店舗」・「倉庫」は 「住宅」に比較すれば資本的資 財であ るが,.し か しそれ
らは商業資本であ って生産資本ではない。 ところでス ミスは生産資 本を本来的
に対象 とす るか ら,工 業 での 「仕事場」 と農業 での 「農舎」・「畜舎」・「穀 倉」
の固定的生産 資本を,彼 は,流 通資本の運動が明示 す る形態変換 の視角か ら見
てい るよ うだ。
ス ミスは建物 を機械 ・用具 とみなす。建物 は,本 来的労働手段た る機械 ・用
具の労働生産 力増大機能 をス ムーズにさせ る蔽 いであ る。 人間は本来的労働手
段 をつつみ こんだその建物を もって 自然に働 きか け る。
(iii)土 地改 良
「第3は,土 地 の改 良,す なわ ち,土 地 を開拓 し,排 水 し,囲 い こみ,施 肥
(2)1γ 理Vo1.1,p,282.邦 訳,1,453頁 。 一
(3)P「 瑚Vo1.1,p.282.邦 訳,1,453頁 。
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して,こ れを耕作や栽培にもっとも適す るような状態にす るために,有 利に投
じられたものb改 良された農場は,労 働を促進 した り短縮 した りす ることに よ
って,等 量の流動資本がその使用者にず っと大きな収入をもた らす有用な機械
ゆ
と同一視するのが至当であろう。」
機械と工業の眼でもって自然 と農業が視 られ,そ の眼をギ リギ リまで侵透さ
せ ることによって,逆 に,人 為の絶対におよぼない自然の営みが姿を現わす。
大地にたいする加工,原 生林 ・沼沢 ・荒地(あ るいは既耕の開放耕地)に た
いする開拓 ・排水 ・囲いこみ ・施肥,こ れが土地改良である。土地改良とい う
過去労働の堆積物,こ れが 「農場」farmで ある。農…場創設は進取的地主がお
こな う生産的支出であ り,地 主はその支出にたいする利潤を地代の名において
プア ヨマ　
獲得する』ギ農業者の資本 」 は農業労働者の賃金や耕作用具 ・役畜 ・種子等に
にコ
支出される。大地の表層に装着された農場は機械と同一の効果をもたらす。当時
の技術的最先端をゆ く大農経営の有用性は,地 主により多 くの地代をもた らす
こととともに,「等量の流動資本がその使用者にずっと大きな収入をもた らす」
ことにある。農業用具 と耕作機械,そ れ らを収納する農舎,そ してそれ ら用具
・機械 ・農舎を下支えする農場。 この農場が本来的労働手段たる機械と同等視
されることか ら,次 の2点 が着 目される。まず,農 場をもって加工対象に働き
かける農業労働者には役畜がふくまれることである。農場が不動の固定資本で
あるのにたい して役畜は可動の固定資本であ り,役 畜も穀物 と価値の生産に貢
　
献 す る。 第2は,耕 夫 と役 畜 と耕 作 経 営 資 本 と土 地 改 良,こ れ らが 一 体 と な っ
(4)Wハ ζVo里.1,p.28a邦 訳,1,453頁 。
(5)農 場 は機 械 と同一 視 され る。C£,P.Mantoux,五σR吻oJ〃'勿 勿 ゴ〃4με〃56〃 β α%
Xγ π1θ8δ6dθ,Paris,1906.RevisedEditio脆translatedbyM.Vernon,London
[1928],1948.pμ179,190.徳増 ・井上 ・遠 藤 訳 『産 業 革 命 』 東 洋 経 済 新 報 社,昭 和39
年,222頁,239頁 。 な お,土 地 改 良 の生 産 力 増 進効 果 につ い ては 学 史 的 に は ケ ネ ーか ら
の継 承 で あ る。'η7罵Vo1.2,P.665.邦訳,皿,978頁 。参 照,平 田清 明r経 済 科 学 の
創 造 』 岩 波 書 店,1965年,110頁,255-256頁。
(6)「 固定 資 本 の 目的 は 労働 の生 産 諸 力 を増 進 す る こ と,い いか えれ ば,同 数 の労 働 者 が
は るか に 多 量 の仕 事 を な し うる よ うにす る こ とで あ る 。必 要 とす る建 物,か きね,排 水
路,通 路 な どがす べ て 申 し分 な く整 備 され て い る農 場 では,面 積 や地 味 が これ と 同等 で
も,あ た え られ る 便 宜 が これ ほ どで な い農 場 よ り,同 数 の労 働 者 と役 畜 とで,は るか に
多 くの生 産物 を産 出 す る で あろ う。」(π 亙Vo1.1,p.28乳 邦 訳,1,461頁 。 傍点 は筆
者 の も の∂
も
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て自然に作用することである。資本制社会ではそれらの人間的営為があっては
　
じめて自然は労働する。
(iv)能 力 ・
「第4は,社 会の全住民または全成員が身につけている有用な能力。 このよ
うな才能を獲得するには,そ ゐ習得老は教育,研 究 または徒弟修業のあいだ扶
養 されるか ら,つ ねに現実の経費がかかるのであって,そ れは,い わばかれの
一身に固定され実現された資本である。 こうい う才能は,そ れがこの人の財産
の一部をなしているのと同じように,こ の人が属する社会の財産の一部をもな
してい る。職人の改善された技巧は,労 働を促進 した り短縮 した りする機械ま
たは職業上の用具 と同一視 してさしつかえない,『なるほどそれにはある一定の
ゆ
経費がかかるけれども,こ の経費は利潤とともに払いもどされるのである。」
能力 ・技巧が固定資本 とは どういうことか。また,そ もそもそれが資本とな
るのはいかに してかごいままでの固定資本項 目の分析を貫 く観点がここでも維
持 され,資 本制的生産のなかで生活す る当事者のなまなましい意識が露出され
る。
能力 ・技巧は人間の肉体を加工 してそれに装備させられたものであ り,社 会
的には不熟練労働者と区別された高級熟練労働者で代表される。個々の資本家
は必要 とする労働老を市場でみいだすのだが,そ の労働者養成のためには資本
家は経費を必要 としない。能力獲得にふつ う必要 とされる7年 の徒弟期間中に
かかる徒弟の扶養費と教育研究費は徒弟の親または徒弟じしんによって親方に
支払われ る。
ゆ
能力には技 術的熟練 とともに精神 的判断力がふ くまれ る。そ の能 力を労働者
と社会 との財産 だ と意識す る背後 には,つ ぎの客観 的事実 がある。 労働 の本質
⑦ 労働す る自然 とい う表象が表象として完成す るためには,平 均利潤率形成論と地代論
の媒介を必要とする。この表象は,生 産的労働老としての役畜とい う表象とともに,再
生産論次元だけではいまだ完全な成立根拠をあだえられない。
(8)π ハろVo1,1,p.282邦 訳,1,453頁 。
(9)「 判断力」judgeτnentの 内容については第1篇 第1章 分業論冒頭および第1篇 第10
章第2節23-24パ ラグラフをみ よ。
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は 自然を対象的に認識 して,対 象的に自然に働きかけることにあるQこ の労働
ロゆ
の本質をもっともよくしめす労働形態がマニュファクチャ的熟練労働である。
労働力能は人閲としての労働者にとってかけがいのない財産である。
能力を社会的に代表する熟練労働者は不熟練労働者の何倍もの仕事をする。
ごコユコ
この点で前者は生きた機械であり 「生きた用具」である。 また,熟 練労働者の
賃金は不熟練労働者の賃金プラス教育研究費プラス利潤であるから,能 力は優
越的賃金をもた らす資本とみなされ,熟 練労働者は自己を資本家とみなす。 し
かも能力ば回転循環視角からみれば本来の固定資本なのである。
「ある高価な機械がすえつけ られるばあい,そ れが摩滅 してしまうまでのあ
いだになされるべき異常な仕事は,そ れに投 じられた資本をす くな くとも通常
の利潤をともなって 回収 す るであろ う,と い うことが 期待 されるにちがいな
いσ多大の労力と時間とをかけて,異 常な技巧と熟練 とを要する職業のあるも
のについての教育を うけた人は,こ うい う高価な機械の一つになぞらえること
ができよう。,かれがな しとげるために習得する仕事は,ふ つ うの労働の日常の
賃銀に加えて,か れの全教育費を,す くな くともそれと等 しい価値の資本の通
常の利潤をともなって回収するであろう,と い うことが期待されるにちがいな
い。そればか りではな く,こ の回収は,耐 用期間がより確実な機械についてさ
え払われるのと同 じような考慮カミ,生存期間のきわめて不確実な人間の生命に
ついても払われ,そ の うえで,妥 当な期間内になされなけれまならないのであ
る罰
社会的固定資本 の以上 の分析か らつ ぎの よ うに総括 され る。 人間は機 械 ・用
具 ・建物 ・能力 とい う物的人的固定資本を もって 自然 に働 きかけ,労 働 生産 力
増 大効果 を生 むそれ ら固定資本に よって よ り多 くの労働生 産物 を獲 得す る。 こ
の生産の世界にたい して以下の社会的流動資本分析か ら浮 かび でる世界が流通
⑩ 中岡哲郎 『工場の哲学』(平 凡社,1971年)の 「皿 労働一 熟練とその解体一 」が
示唆に富む考察を しているg
O1)π 以Vo1.2,p.659.邦 訳,II,971頁 。「生きた用具」を労働手段とみなして 「人間
機械論」的に把握するのはケネーである。平田,前 掲書,455-456頁 を参照。
⑫ 障N,Vo1,1,pp.118-119。 邦訳,1,213-214頁 。
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である。
c流 動資本
流動資本を構成す る4項 巨を以下に分析する。
(i)貨 幣',
「第1は 貨幣。他の3部 分のすべては,こ れを媒介として流通し,そ れぞれ
で　
の本来の消費老に分配 されるo」
個別資本の運動にとって自己の商品資本価値を実現すべき貨幣は前提されて
いるoだ が,社 会的総資本の運動を考察する立場からはその貨幣の存在 と量が
圃有の問題 となる。
生産は資本制的におこなわれ,生 産物は年々大量の商品形態をとって現われ
るから,商 品を 「本来 の 消費老」に分配するための流通手段貨幣 が 必要 とな
る。個人的消費にも生産的消費にもはい らずに流通過程にとどまる貨幣,社 会
諸階級の収入 と社会的総資本の流通を媒介す る貨幣,こ の貨幣が祉会的再生産
灘 餐難r・ 一一W{薯 仁 認く令m…P
ぜユをす
W-G-Wとw-9-wの 流通がP… …Pの 再生産を媒介する。 このP-・P
循環にはらまれている流通に着 目すると商品資本循環が浮 きでて くる。
w{艶仁 野w賦=罪 瓢 多灘
通過程にのみとどまる非生産的形態をとらなければ,社 会的再生産過程は成立
しない。 また,流 通場で回転す る貨幣は摩滅するか らそれを年々補填する必要
が生 じ,そ れは資本制的生産においては莫大な量の生産的空費 となる。
社会的富の「一部が貨幣形態をとるならば他 の 全部 は 商品形態をとるoた だ
　 　 　 　 　 く　
し,そ れ は個 人的に も生産的に も消費 され うる素 材であ る。
㈱WN,Vo1.・1,p.282.邦 訳,1,454頁 。
㈹ 古典派における交換手段としての貨幣規定と貨幣名 目説の発生根拠がここにある。
㈲ 初版では,「 消費者」の内容をしめすものとして 「使用者と消費者」usersandcon。
sumersと 表現されている。
(ii)食 料品
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「第2は,屠 殺者,牧 畜業者,農 業者,穀 物商人,醸 造業者などが所有 し,
ぐ　
かれ らがその販売が ら利潤をひきだそ うとしている食料品の貯え。」
屠殺者 ・牧畜業者 ・農業者 ・醸造業者はみずから流通を担当す る機能資本家
であ り,か れ らの手元にある食料品はこれか ら流通過程にはいってゆ く商品資
本である。農業者が穀物を商人に販売すればその穀物は農業者の資本のなんの
形態でもな くなる。けれども社会的にみれば商人の手元にある穀物は商品資本
である。つ まり,ス ミス的流動資本である。それが消費過程にはいればそれは
その年度の直接消費留保部分となる。
(iii)材 料
「第3は,衣 服,家 具および建物の,全 然未加工かまたは多少 とも加工 した
材料の うち,ま だこの三つの形態のいずれにも仕上げられず,そ の栽培者,製
造業者,織 物商,脹 地商,材 木商,大 工,指 物師,煉 瓦製造人などの手もとに
　 ひ
のこっているもの。」
原料 ・半製品の材料は加工完成後には個人的消費の対象となるが,加 工生産
者のもとではそれは資本の形態をとる。いかなる資本形態をとるか。加工工程
の後段階において生産資本形態をとるものは,そ の工程の前段階では商品資本
形態をとる。つまり,ス ミス的流動資本形態を とる。たとえば,亜 麻織物の原
料 ・半製品は亜麻 ・亜麻糸 ・亜麻布であるが,そ れ らは社会的分業の一環をな
す栽培者 ・製造業者の手元に商品資本 としてあ り,社 会的には織物商 ・服地商
の店に代表されて存在する。そ して,そ れ らは後段の加工業者の手に渡 るとそ
こでの生産資本 となる。
(iv)完 成品
「第4つ まり最後は,仕 上げられ完成されてはいるが,な お商人または製造
⑯W「 ムζVQ1.1,p.283.i邦 訳,1,454頁 。
資本の形態運動把握において重商主義的な利潤起源論が復活している。スミスに譲渡
利潤論が復活する必然性を彼の投下=支 配労働価値論と分解=構 成価値論 とい う論理構
造におくのは杉原四郎である。同氏 『イギリス経済思想史』未来杭1973年,28-29頁 。
(⑦ π瓦Vol,1,p,283.邦 訳,1,454頁 。
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業者の手 もとにあって,ま だ本来の消費者に販売 も分配 もされない所産,た と
えば,わ れわれがかじ屋,家 具屋,金 匠,宝 石師,陶 器商などの店で既製品と
ぼが
してしば しば見かける完成品。」
最終的に仕上げ られた衣住用消費手段。注意すべきζとは,こ の完成品のな
かに道具がふ くまれていることである6
「ある社会の流動資本が雇用 しうる勤労の量を算定するばあい,わ れわれは
つねに流動資本中の食料品,材 料および完成品の部分だけを考慮すべきであっ
て,貨 幣部分,つ まりそれら三者 を 流通させるのに役だつにす ぎぬ他 の 部分
は,つ ねにさしひかれなければならない。勤労を活動させるためには,三 つの
コ 　 　 　 　 　 　 　 　
ものが不可欠なのであって,す なわち,加 工される材料,作 業するための道具
く　　き
(傍点は筆者のもの),作 業の目的となる賃銀または報酬,が これである。」
いままでの社会的流動資本分析を総括する。衣食住の消費手段および材料 ・
道具等戯生産手段 は 生産者のもとにとどまるこ・とな く,「本来の消費者」に分
配 されるべ く経済的に形態変換 しなければならない。ある年度の社会的総商品
は市民社会を構成す る労働者 ・資本家 ・地主に分配される。その年総商品を流
通させる媒介物が貨幣である。スミスが流動資本の名匠おいてとらえようとし
'
た事態は以上である。
ここまでくれば,残 る問題は,社 会的総資財を構成する3項 目間の連関であ
る。分析ではな く総合が必要である。生産 と流通と消費との統一,人 間と自然
との物質代謝のうえになされる社会的物質代謝,こ れ らのことが総体構成され
エ　ゆ 　 　 ノ
る段である。.社会 は 個別諸資本間 の 内的連関があってぽ じめて成立する。ま
た,社 会は諸階級の個人的消費生活をふ くんで成立する。個別資本からみれば
所与であった労働者の存在は,社 会的立場か らすればその存在そのものが問わ
れる。労働者は どこか ら生活資料を獲得 して資本家に再び購買され うる労働力
⑱ π瓦Vol.1,p.283.邦 訳,1,454頁 。
⑲1γN,Vol.1,P.295.邦 訳,1,473頁 。
⑳ 「スミスカミ資本を分って固定資本と流動資本としたとき,固 定資本並びに流動資本の
中味をなすものは,土 地と労働によるところの社会的生産物の新陳代謝の過程,即 ち再
生産の過程に外ならない。」(高島善哉 『経済社会学の根本問題』 日本評論社,昭 和16年,
229頁)'
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『能を再生産す るか
。 また,資 本家はどこか ら生活資料を獲得 して資本家として
の自己を再生す るか6賃 金 ・利潤等の収入流通と商品資本形態をとった消費手
段の流通 との関連が問題 となる。さらに資本の運動を社会的に考察するさいに
は,生 産手段の存在そのものも問われ る。資本家は自己補填するのでないか ぎ
り,生 産手段をどこか ら調達するか。個別資本の物的 ・価値的運動は他個別資
本の物的 ・価値的運動とどのように絡みあうか。また,収 入の流通は資本の物
的 ・価値的補唄 といかに絡みあうか。ス ミスには商品資本循環範式にのらとっ
た社会的再生産過程把握が事実上ある。
再生産論において市民社会 の過程把握をおしすすめるときに,「v+狐 」 ド
グマと構成価格論が,生 産の 目的は消費にあるとい う命題が,重 商主義にたい
する鮮烈な批判 となって浮かびでて くる。個々の資本家からすれば,消 費され
た生産手段価値 が 自己商品 の 価格にふ くまれていることを否定できない。で
は,資 本制的商品の価格が賃金 ・利潤 ・地代(一 以下においては地代を第1
次剰余価値としての利潤にふ くませ,全 体を可変資本価値vプ ラス剰余価値m
とする)の 合計となるのはいかに してか。聞題をより内容的に表現 しよう。個
　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 　 　 　 の 　 　
別的商品の価値講成は社会的にはいかなる現象形態をとるか。 また,投 下労働
コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 り 　 の 　 コ 　 　 コ 　
価値論は社会的再生産論においてどのように貫徹させられるか。
.5.農i工 分 業 と社会 的 再生産 過程
年度当初における社会的総資財は,直 接消費留保部分+固 定資本+流 動資本
である。翻訳す紅ぽ,そ れは,個 人的消費過程にある消費手段+機 械を代表 と
する生産手段+生 産のための生産手段と消費手段とを加えたもの,で ある。す
ると,当 年度の社会的総生産物は素材的には消費手段 と生産手段 とで構成され
る。そ して,そ の社会的総生産物は当年度内に流通を媒介として生産 と消費へ
移行する。
「これ ら[流 動資本]噺の4部 分のなかの3者,つ まり食料品,材 料および完
成品は,年 々か,ま たはそれよりも長短いずれかの期間のうちに,流 動資本の
・なかか ら規則的にひきあげ られ,固 定資本か,ま たは直接消費のために留保 さ
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ご　
れ る資財かのいずれかのなかに くりいれられる。」
まず生産手段の一代表である機械を例にとる。機械製作に必要な材料 ・用具
と機械製作労働者の食料は年々に補唄されなければな らない。また,生 産部面
に固定された機械がその耐用期間にわたって同一機能を保持するためには不断
の修理を必要 とする。それゆえ修理部品と修理労働者の食料が年々に補環され
ぐ　コ
なければな らない。 それでは,「 材料」等の生産手段 と 「職人の生活維持費」
=労 働者用消費手段はどこか ら物的に補環されるか。農業部門か らである。農
業部門からの物的補填が滞 らなければ,農 工両部門で生産 される全社会用消費
手段も年 々その社禽 こはいってい くことが できる。消費手段ぽ物的形態をとっ.
たr収 入」である。
「どのような固定資本も,流 動資本を媒介 とせずに収入をもたらす ことがで
じ　
きない。」
その物的補填が年増ならば総消費手段量 も年増す る。W'PW"・W"
'PW'" ・W"f… …。 ここに再生産視座にたつ富把握が幽 らわれるo
「直接の消費のために留保 されうる資財を維持 し増加す ること,こ れが固定
資本 と流動資本との双方の目標であ り,目 的である。 この資財こそ,'人 民を食
べさせ,着 せ,住 まわせるものである。 人民め貧富は,こ れらの二つの資本
が,直 接の消費のために留保される資財に提供 しうる供給が潤沢か貧弱かに依
ご　
存す るのであ る。」
生産 の 目的 は消費であ る。 この命題 は ここ社会 的再 生産 過程研究のなか で提
示 され る。
ス ミスは研 究を さらにす すめて,人 間 と自然 との物質代 謝の うえに営 まれ る
⑳ η「ム乙yo1。1,p.283.邦 訳,'1,455頁 。
幽 「あゆる 固定資本 は,も とはといえば流動資本 からひきだされるものであると同時
に,た えずそれによって維持されることを必要とするものである。いっさいの有用な機
械や職業上の用具は,も とはといえばこれらのものをつ くるための材料と,こ れらのも
のをつ くる職人の生活維持費とを提供する流動資本か らひきだされる。その うえ,こ れ
らのものは,た えず修理 してお くためにも同種の資本を必要としている。」(π 瓦Vo1.
1,p.283.i邦 訳,1,455頁 。) 一
⑳ 脚「ム乙Vol.1,p,283.邦ii尺,1,455頁 。
⑳ 躍瑚Vol.1,p.283.邦 訳,1,455頁 。
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農工分業を問題 とする。彼は年々に補填される生産手段 と消費手段をそれ らの
素材的始源一 土地生産物にまで遡及させる。
「社会の総資財の他の2部 門[一 直接消費留保部分 と固定資本]の なかに
くりいれ られるため匠,流 動資本か らたえずひきあげ られる部分はひじょうに
大きいから,流 動資本としてもたえず補給を必要 とするにちがいないのであっ
て,こ の補給がないかぎ り,そ れはまもな く存在 しな くなるであろう。 これ ら
の補給は,三 つの源泉から,つ ま り土地,鉱 山および漁場の生産物からくみ と
られる。 これらのものは,食 料品や材料をたえず補給 し,そ の一部はやがて完
成晶に仕上げられ,ま た流動資本か らたえずひきあげられる食料品,材 料およ
び完成品は,こ の補給によってつ ぐなわれる。そゐうえ,鉱 山からも,流 動資
ゆさう
本中の貨幣部分を維持 し増加するのに必要なものが くみとられる。」
資本制的生産様式が支配的な農業 と工業 との分業。社会的再生産を研究する
にあたって,農 工分割は前近代的で封建的な2部 門分割にみえる。だが,社 会
的再生産過程は文明史的に は 農工分業 の 形態をとって経験されてきたのであ
、る。農工分業の総体叙述は以下のとお り。
「土地,鉱 山および漁場を経営す るには,い ずれも固定資本 と流動資本との
双方が必要なのであって,こ れ らの生産物は,こ れらの資本ばか りでな く,そ
の社会における他のすべての資本をも,利 潤 とともに回収する。こうい うわけ
で,農 業者は製造業老に対 し,か れがその前年に消費 した食料品と仕上げた材
料 とを年 々につ ぐないダまた製造業者は農業者に対 し,か れがそれと同じ時期
に消耗 したり摩損 した りした完成品をつ ぐな うのである。 これがそれらの二つ
の階級の人々のあいだで年 々におこなわれる真の交換なのであるが,農 業者が
自分の穀物な り,家 畜なり,亜 麻な り,羊 毛な りを,自 分が欲する衣服,家 具
および職業上の用具を購買することにきめたまさにその同一人物に売るとい う
ことはめったにおこらぬか ら,農 業者の粗生産物と製造業者の製造品とがたが
いに直接に物々交換されるなどとい うこともめったにおこらない。それゆえ,
農業者は,自 分の粗生産物を貨幣とひきかえに売 り,そ の貨幣で,自 分カミ必要
㈱ 照VoL1,p.邪4.邦 訳,Ig455-456頁 。
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とする製造品をそれがえられるところならどこでも購買しうるのである。土地
は,す くな くとも部分的には,漁 揚 や 鉱山 を経営する資本をつ ぐないさえす
る。すなわち,水 中か ら魚類を獲得するのは土地の生産物であ り,地 底か ら鉱
'(26}
物を採取するのもまた,地 表の生産物なのである。」
コマ　 ス
生産的階級である農業者(農 村)と 製造業者(都 市)と の巨大な交渉が,人
`2η
間と自然 との深い交通が,再 生産論の理論的内実をもって描かれている。
農業は人間が生存するのに直接必要な食料を生産 し,工 業で加工変形される
素材そのものを生産す る。魚は養殖でないかぎり,ま た鉱物は化学合成物でな
く
いかぎり,そ れ らは自然の産物であって,人 間は自然のなかにわけいってそれ
らを持ちかえる。(奪 う!)ま た,人 間 の生存に とって最重要な植物性食物は
こ　
自然の地力を コン トロールす る農業によって獲得される。
農業における人聞の仕事は,改 良によって入為的に土地の肥沃度を高め,播
種 ・耕作 ・収穫 の農作業をすることである。それと同時に人閥の仕事は,自 然
モ　
じしんの多産性を認めて自然の営みを自然 じしんにまかせることであるo植 物
く　き
の発芽 ・成長 ・結実は太陽 ・空気 ・水 ・土壌等の自然の仕事である。植物は家
畜によって消費され,家 畜からでる排泄物は肥料となって土壌化する。土(自
然)→ 植物→動物→土,食 物連鎖によるこの物質代謝過程のなかに人間 じしん
も生活する。人間は 自然である。
㈱ 羅瓦Vo1.1,p.284.邦 訳,1,456-457頁 。
㈲'ヒ こに,ス ミスによるヒューム'「商業」Commerce概 念の深化発展がある。
⑳ 農業とはなにか。「もっとも重要な農作業の意図するところは,自 然の多産性を増進
させることにちがいない し,現 にまたそのとおりのことがなされてもいるが,む しろそ
れ以上に重要なのは,こ の自然の多産性を人間にもっとも有利な植物の生産にふ りむけ
ることであるように思われる。野ば らや木いちごがおいしげった野原でも,最 善の耕作
をほどこされたぶどう園や穀物畑と同じくらい多量の野菜を生産することがしば しばあ
りうる。載培や耕作は,し ばしば自然の能動的な多産性を活発化させるとい うよりもむ
しろそれを規制するものなのであって,し かもあ らゆる労働を加えたところで,そ の仕
事の一大部分はつねに自然によってな しとげられるべきものとしてのこるわけである。」
(仰「瓦Vo1.1,p.363.邦 訳,1,565-566頁 。)
⑳ 地力を富の自然的基礎とするスミスを リービヒは高 く評価する。参照,椎 名重明 『農
学の思想』東京大学出版会,1976年,200頁,219頁 。玉野井芳郎 『エコノミーとエコロ
ジー』みすず書房,1978年,81-85頁 。
㈹C五,η 「ハ己Vo12,pp.694-695邦 訳,II,ユ016頁 。
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だが同時に自然は人間である。物質代謝は資本制的に経営される農工2部 門
間の社会的物質代謝である。水中からひきあげられた魚,地 中か ら掘 りだされ
た鉱物,地 表で栽培された植物性食物,こ れ らは資本制的に経営される土地か
らでてきた土地生産物である。個別農業部門の土地生産物は年々に消費された
資本価値 と年 々に生産された剰余価値をふ くむ年商品形態をとる。年農業商品
は素材的にみて二分される。一部は地主 ・農業資本家 ・農業労働者の食料,役
畜の飼料,種 子であヅ これらは農業部門内で流通す る。そのうちで種子は次
年度用原料として個々の農業資本家によって自己補填される。だから種子は商
品形態を とらない。他の一部は農業部門内では消費 されない食料と衣住品用加
工原料である。余剰のこ¢)年生産物は農業部門にとっては非使用価値であ り,
どこかか ら需要 されなければ無用 となる。それ らは工業部門にとって使用価値
となる商品形態をとらねばならない。 また,土 地生産物の生産に必要な用具は
工業品であるか ら,こ れは工業部門か ら獲得されなければな らない。だから,
個別農業部門で再生産が可能 となる澄めには,他 の個別工業部門 と物的 ・価値
的に補填関係にはいる必要がある。食料 ・原料の素材形態をとった年農業商品
は,農 業総資本家から工業部門へ販売され ることに よって,農 業総資本家に資
本価値を回収させるとともに利潤をもた らす。都市に流れた余剰土地生産物は'
その年度における工業資本家と工業労働者の食料 となり,原 料は半製品の道を
迂回 して加工精製され,衣 住用消費手段 と機械 ・用具等の完成品になる。 これ
ら工業品は自然の作用度の大きい土地生産物に比較すればす ぐれて労働生産物
である。資本制的に経営される個別工業部門の労働生産物は年々に消費された
資本価値 と年々に生産された剰余価値をふ くむ年商品形態をとる。年工業商品
も二分 される。一部は工業部門内で消費される素材形態をとった生産手段 と消
費手段である。他の一部は工業部門内では余剰の非使用価値であ り,農 業部門
か ら需要される素材形態をとらねばな らない。それは地主用奢修品と農業資本
家 ・労働者用の衣住便宜品であり,農 業用機械 ・用具である。これらは工業部
門外に出て二度 ともとにもどることのできない流通形態,つ まり商品形態をと
・る。年工業商品は工業総資本家か ら農業部門へ販売されるこどによって,工 業
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総資本家に資本価値を回収させるとともに利潤をもた らす。
農工分業の社会的再生産過程を以下に総括する。
・当年度における流通の起点を農産物にお く。年農業商品は工業部門に販売さ
れ る。工業部門は農産物購買のための貨幣 として,同 部門が前年度に工業品を
,農業部門に販売 して牽けとった貨幣をもってあてる。貨幣は農業部門に移 り,
食料と原料は工業部門にはいってそれぞれ個人的にあるいは生産的に消費され
る。その消費の結果は工業資本家と工業労働者の再定在であ り,当 年度の年工
農工 分業 と社 会的再生 産過程
農業部門儂村)工 業部門(都市)
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業商品である。農業部門は当年度初発に工業部門に農産物を販売 して得た貨幣
をもって,当 年度の工業品を購買する。貨幣は工業部門に移り,衣 住用消費手
段 と農業用機械 ・用具は農業部門にはいってそれぞれ個人的にあるいは生産的
に消費される。その消費の結果は地主 ・農業資本家 ・農業労働者め再定在であ
り,当 年度の年農業商品である。か くして,工 業部門は次年度において再び同
量の農産物を購買しうる貨幣を手にし,農 業部門は次年度に再び流通にはい り
うる同量の年農業商品を手に している。農工両部門における流通の前提が当年
度 末に再現 し,次 年度以降に同じ過程がつづく。単純再生産過程。
貨幣は当年度における年農業商品と年工業商品とを社会的に交換する手段で
ある。農工個々の部門内での再生産過程は,つ まり再生産のための価値補填と
素材補填は,社 会的には貨幣を媒介とした農工2部 門間での商品交換 となって
現われ る。個 々の再生産過程は社会的にはW-G-Wの 流通(形 態変換運動=
　 　 　 コ 　 　 　
スミスの流動資本規定)と して現象す る。社会の深層では諸生産資本循環の進
　 　 　 　 　 　 　
行する産業社会が形成され,社 会の表層では全成員が 「商入」となる 「商業社
　
会」が形成され る。貨幣が流通手段 としての機能をはた して経過的な存在にな
ればなるほど,事 態の内実は農工両部門での生産資本の永続的再生産である。
「真の交換」の背後ですすめ られる客観的事態は生産資本循環であ り,生 産の
ための生産である。そして,客 観的内実がそ うであればあるほど,人 々はます
ご　ラ
ます 自己を商人だと自覚 してい く。
6.構 成 価 格 と社 会 的 再 生 産 過 程
農業部門 は 食 料 と 原料 を,工 業部 門は衣住用消費手 段 と用具 を とい うよう
に,両 部門は消費手段 と生産手段を二つ ともに商品生産す る。 ところでス ミス
㈱ 以上の農工分業の社会的再生産過程把握をもって,ス ミスは,西 ヨーロッパ史を批判
的に認識する。発展的社会の自然的コースの起点を農業にさだめて,歴 史叙述の基本的
理論基準を提示 した第3篇 歴史篇冒頭をみよ。
スミスは農工分業の社会的再生産過程を把握 した うえで,そ の過程を現実にさせる法
的前提を問題にする。所有の安全である。Cf.,W罵Vol.1,pp.284-285邦訳,1,
457-458頁 。そ してその過程把握を理論基準として,彼 ぽ中世自治都市の自由を批判す
る。Cf.,π 瓦Vo1.1,pp.140-142.邦 訳,1,248-250頁 。
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の文明社会表象にあるものは農工両部門で生産される消費物資の豊かな享受で
ある。豊かな享受を保障するための再生産はいかに?こ の再生産過程を把握
す るためにはこれまでの農工2部 門分割から,消 費手段生産部門と生産手段生
産部門 との近代的2部 門分割にすすまなければならない。従来の西 ヨーロッパ
史 と重商主義 ・重農主義の先行学説,そ して当代の旧帝国主義,こ れ らを批判
する理論的最深底は近代的2部 門分割にもとつ く社会的再生産論におかれ,こ
こにおいて労働価値論が再捕捉されるとともに,主 観的表象の極たるかの 「v
十皿」 ドグマがここか ら発生する。スミスはフラソス留学後,ペ テ.イ以来のイ
ギ リス労働価値論を再生産論構築のために自覚的に体系の基礎にすえたのであ
し
るが,再 生産論において科学的 に正 しいこの労働価値論 を 守 りぬいたがゆえ
に,彼 は科学 とは異次元の構成価格論を展開せざるをえなかったのである。
社会的再生産論を考察する第2篇 第2章 冒頭でスミスは言 う。
「第1篇 ではつぎのことが明らかにされた。すなわち,大 部分の商品の価格
は三つの部分に分解され,そ の一つは商品を生産 してこれを市場へ もたらすの
に使用された労働の賃銀を支払い,も う一つはこれに使用された資財の利潤を
支払い,第3は これに使用された土地の地代を支払 うとい うこと,… …あらゆ
る商品の価格は,必 ず これ らの3部 分のいずれか一つに,ま たはそのすべてに
分解される,と い うことがそれである。
すでに述べたことであるが,あ らゆる特定商晶を個々別々にとってみれば以
上は事実なのであるか ら,あ らゆ る国の土地と労働の年々の全生産物を構成す
ご　
るいっさいの商品を全体 と してみ ても,以 上は事実に ちがいない。」
しか し,個 別資本家 の立場か らすれば,資 本制的商品価値=年 々に消費 され
た不変資本価値C+賃 金価値v+剰 余価値m,で あった。 これは経験的に 明白
であ り,ス ミスに とっても一つ の事実 であった。 また,も しも当年度に生産 さ
れた社会的商 品価値がすべ て賃金 ・利潤 ・地代に分解 され るな らば,社 会の全
商 品はそれ ら収入 の支 出対象 とな る消費手段姿態を と らねばな らない。 この こ
働iγ 以Vo1.1,p.286。 邦訳,1,459頁 。
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とは事実としてあ りえない。商品価値が収入にのみ分解されるならば,資 本家
の手には次年度生産に必要な生産手段購入のための価値が存在 しない。 これで
は再生産不能である。 しかるにス ミスはつぎのように言 う。
「賃銀,利 潤および地代は,い っさいの交換価値 の三つの本源的な源泉であ
ぐ　おコ
ると同時に,い っさいの収入の三つの本源的な源泉である。」
なぜス ミスは否定しがたい経験的事実をあえて無視するのか。構成価格論を
表象のなかに現像させ る理論母胎一 社会的現実はなにか。
まずスミスは構成価格論をいったん否定 して,不 変資本部分の価値的 ・素材
的補填を考察す ることからは じめる?
「しか しなが ら,た とえあらゆる国の土地 と労働の年々の生産物の全価値が
そのさまざまの住民のあいだにこのように分割され,'こ のさまざまの住民の収
入を構成す るにしても,わ れわれが私人の私有地の地代のばあいに総地代 と純
地代 とを区別す るように,わ れわれは,あ る大国のすべての住民の収入のばあ
ご　コ
いにも,同 様の区別をすることができる。」
「ある大国のすべての住民の総収入は,か れ らの土地と労働の年々の全生産
物をふ くんでお り,純 収入は,第1に かれ らの固定資本の,第2に かれらの流
動資本の維持費をさしひいたあとで,か れ らの自由処分にめこされるもの,い
いかえれば,か れらが自分たちの資本を蚕食することな しに,直 接の消費のた
めに留保される自分たちの資財に くりいれることができるもの,す なおち,自
分たちの生活資料,便 益品および娯楽品のためにつか うことができるものをふ
くんでいる。かれ らの実質的富もまた,か れ らの総収入ではなしに,か れ らの
ぱ　コ
純 収 入 に 比 例 す る 。」
「総 収 入 」 と は 年 度 当 初 に 社 会 全 体 に 再 び は い っ て く る 年 総 生 産 物 で あ り.,
再 生 産 さ れ た 年 総 商 品(W')で あ る。 社 会 的 総 資 財 は 社 会 的 再 生 産 の 視 座 か ら
{謝Wハ ろVol.1,p.69邦 訳,1,139頁 。
鱒W瓦Vol.1,p.286.邦 訳,1,459-460頁 。
ス ミス は再 生 産 論 次 元 か ら 「総 地 代 」 と 「純 地 代 」 の 区 別 を,他 の箇 所 では 「総利 潤 」
と 「純 利 潤 」 の 区 別 を して い る。C£,躍 以Vol,1,p.286.邦訳,1,460頁 。 確 瓦
VoL1薯p.113.邦 訳,L205頁 。 『 一 『
{35)仰 「ハζVo互.1,pp.286,287.i邦訳,1,460頁 。
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「総収入」 と規定される。それは素材的には農工の 「土地 と労働の年々の全生
産物」であ り,価 値的には資本価値と収入価値とから構成される。価値構成の
中味をみると,総 収入=固 定資本維持費+流 動資本維持費+純 収入,で ある。
「維持費」は年々の生産に必要な資本の物的 ・価値的補填を意味する会計用語
であ り,年 充用資本に等 しい。以上の意味で,総 収入の価値構成はc+v+m
となる。
ス ミスに 「総収入」・「純収入」の分類をさせる理論視座は社会的規模での商
品資本循環範式であるo富 は生産資本循環をふ くむ商品資本循環の視座か ら規ほ　 　 　
定 され る。WLGLW…P…W'・WLGLW…P…W'・W一G'-W…P…W。　 へ 　 　
富は,再 生産のための 「資本を蚕食することな しに直接の消費のために留保 さ
れる」資財であ り,重 商主義的富=貨 幣と対立する 「実質的富」である。
ついでス ミスは,近 代的2部 門分割のもとでの社会的総資本の価値 。素材補
填 と富の再生産の把握へ とすすむ。単純再生産規模での社会的再生産である。
①
「固定資本の全維持費は,明 らかに社会の純収入か ら除外されなければな ら
ない。かれ らの有用な機械 と職業上の用具やかれ らの有利な建築物などを維持
す るのに必要な材料 も,こ れ らの材料を適当な形にこしらえるのに必要 な労働
L'② ・
の生産物も,ど れ一つ として純収入 の 一部をな しうるものではない。 なるほ
ど,こ うい うことに雇用される職人たちは,か れらの賃銀の全価値を,直 接の
消費のために留保されるかれらの資財に くりいれるかもしれないから,そ うい
③
う労働の価格が純収入の一部をなすこともありうる。けれども,そ の他の部類
の労働のばあいには,価 格 と生産物との双方が,直 接の消費のために留保され
　
る資財に帰するのであって,価 格は職人たちのこうい う資財に帰し,ま た生産
物は,こ れらの職人の労働によって生活資料,便 益品および娯楽品が増加され
ね　ヤ
る他の人 々の こ うい う資財に帰す るので ある。」
上 の一文 に,数 値表 現を もたない ス ミス 「経済表」が塗 りこめ られ てい る。
以下,解 読す る。
(謝 確亙Vo1.1,p.28乳 邦訳,1,460-461頁 。再生産論を正しく把渥することかちみ
れば,大 内訳は①の部分を誤訳 している。水田洋,大 河内一男,竹 内謙二の諸訳はいず
れも正確である。
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① 「固定資本の全維持費」の物的形態は,機 械 ・用具 ・建物等の生産手段
を生産するのに必要な生産手段,つ まり労働対象たる 「材料」とそれを加工す
るための労働手段である 「労働の生産物」である。社会の生産部門は生産手段
生産部門1と 消費手段生産部門皿に分けられるが,部 門1の 生産物も必要生産
手段も物的には消費手段ではない。部門1用 生産手段の価値は社会的生産手段
の価値を構成 して総資本家1の 資本収大をなし,社 会的消費手段の価値にはは
いらない。 また部門1の 生産物は部門 豆のそれとは異質の生産手段形態をとる
から,部 門1用 生産手段は同部門1の なかから調達 されねばならない。部門1
の労働は価値形成労働であると同時に社会的に必要な生産手段を生産す る有用
加工労働であるo
② 資本家1か ら労働者1に 支払われた賃金は生産手段形態をとった年生産
物価値の構成にはいるが,そ の賃金は部門1の 生産物を購買することはできな
い。労働者1は その賃金 と同価値の消費手段を他の部門Hか ら購買 しなければ
ならない。同様に して,資 本家1の 利潤も生産手段形態をとる当年度の生産物
価値の一部をなすが,そ の利潤は消費手段を生産する他部門Hへ 支出されねば
ならないだろう。
③ 部門Hの 労働は価値形成労働であると同時に社会的に必要な消費手段を
生産する有用労働である。資本家 丑が自分の労働者1に 支払った賃金は同部門
の年消費手段価値を構成するとともに,労 働者狂はその賃金をもって同部門の
資本家 皿から消費手段を購買できる。同様にして部門皿の資本家は自己の利潤
をもって同部門Hの 資本家から消費手段を購買す るだろう。また①の論理に関
説していえることは,消 費手段生産に必要な生産手段の価値は当年度の社会的
消費手段価値に再現す るが,そ の生産手段の物的補填は部門1か ら受けなけれ
ばならないということである。
④ 部門Hの 生産物は,物 的には,労 働者1に よってのみでな くジ部門1の
労働者プラス資本家 と部門 豆の資本家 とい う 「他の人々」によっても消費され
る形態をとる。
「固定資本の維持費」のあとでス ミスは 「流動資本の維持費」について述べ
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るo
「しか しながら,た とえ固定資本の全維持費は,以 上のように必然的に社会
の純収入から除外されるにしても,流 動資本の維持費のばあいにはこれとは事
情がちが う。この後老の資本を構成する4部 分,つ まり貨幣,食 料品,材 料お
よび完成品のなかで,最 後の3者 は,す で之述べたことであるが,こ のなかか
ら規則的にひきあげられ,社 会の固定資本か,ま たは直接の消費のために留保
され る資財かのいずれかに くりいれ られる。これ らの 消費可能 な 財貨 のなか
で,前 老を維持す るのに使用されぬものはすべて後者に帰 し,社 会の純収入の
ふ部をなすのである。それゆえ,流 動資本のこれ らの3部 分を維持するとい う
ことは,固 定資本を維持するのに必要なものを別にすれば,社 会の純収入か ら
じ　　
年々の生産物のどのような部分をもひきあげることにはな らないのである。」
スミスの流動資本は生産手段と消費手段の両形態をとって流動す る商品資本
であって消費過程から排除 されているが,そ の構成素材の一部である消費手段
を社会全体にたい して供給するのは部門 皿のみである。部門 皿の年商品のみが
物的には社会的消費手段である。 この意味で,社 会的再生産の立場からの流動
資本の維持費は 「社会の純収入」である。ゆえに,ス ミスは言 う。
「社会 の 流動資本は,こ の点 で 個人のそれ とは異なっている。個人のそれ
は,か れの純収入のどの部分か らもまった く除外され るのであって,こ の純収
入はすべてかれの利潤だけでなければならない。 ところが,た とえあらゆる個
人め流動資本は,か れが属 している社会のそれの一部をなしているにしても,
そ うだか らといって,そ れが同様に社会の純収入の一部になることからまった
エ　ひ
く除外 され るとい うことにはな らないo」
固定資本 ・流動資本の 「維 持費」 の解読は,社 会的再生産は生産手段 と消費
手段 の物的補填を必要 とす るとい うことを示 した。だが再生産は同時に価値補
填 を必要 とす る。部門1・Hそ れぞれの労働は使用価値形成労働であ るととも
に,資 本制的生産の もとでは既存 生産 手段価値cに 新価値を追加す る価値形成
圃"1V,Vo1.1,p;288.邦訳,1,462頁 。
爾 陀以Vol1,p.288.邦 訳,1,462-463頁 。
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労働である。新価値は賃金Vと 利潤mと に等価の価値に分解する。 したがって
両部門の年生産物はc+v+mの 構成をとって流通の表面に現われる。次の課
題は社会的総生産物の物的および価値補填の過程を追跡することである。
生産手段生産部門IW{=CI+VI+mI社会的総生動 畷
消費手段生産部門nWII=CII+VH+mlI
当年度のWノ を価値的に構成するcとvは1・ 豆両部門で前年度に生産的に 、
消費された価値である。両部門のmは 前年度の生産過程で労働老が既存生産手
段に追加 した新価値の一部であ り,残 りの価値は両部門のvに 等 しい。前年度
の年総追加価値は,(vI+ml)+(vH+mll)=(vI+vII)+(mI+mll)であ 』
り,そ の源泉は年総労働である。年総労働は過去労働の堆積物である既存生産
手段と対比すればつねに現在労働である。
(1)CIの 運動
年生産手段のなかに価値維持されたCIは 生産手段生産にとってのみ役立つ
生産手段の形態をとる。CIの 価値 ・素材補填は部門1内 でなされて再び当年
度の生産に必要な生産資本の姿をとることができる。
(2)(VIL十mll)の 運動
年消費手段の価値を構成するVIIとml1は 物的には消費手段の形態をとる。
部門 皿の労働者と資本家は賃金と利潤の価値を同部門の生産物である消費手段
に支出す る。資本家 豆は前年度に労働者Hに 賃金を支払 っている。労働者1は
その賃金をもって,自 分の労働の生産物ではあるがその所有か らは排除されて
いる消費手段を当年度初めに資本家Hか ら購買す る。労働者 取こ支払われてい
た賃金価値は再び資本家丑にもどり,当 年度に前年度 と同量の労働力を購買 し
うる形態をとる。労働者 ∬は購買した消費手段を消費 して当年度の労働力 とな
り,資本家 皿に購買されて生産過程で再びVII部 分の価値を再現 し,mll部 分の価
値を新形成する。資本家Hは 当年度初めに実現された剰余価値をもって同部門
の資本家か ら消費手段を購買 し,そ れを消費して資本家としてり実存を得る。
(3)(VI+ml)とCIIと の連関
部門1・ 皿の再生産にとって残る必要条件は,VI+mlの 価値 ・素材補填で
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あ り,CIIの 価値 ・素材補填である。V1+mlは 価値的には部門1¢ 》生産物価
値にはいるが,物 的には部門 皿に役立ち うる生産手段形態 をとる。 同様に,
CIIは 価値的には部門1の 生産物価値にはいるが,物 的には部門1の 資本家 と
労働者に消費され うる消i費手段形態をとる。それゆえここで部門間流通が発生
・する。この部門間流通(3)が完了すれば,(1)(2)の運動 とあわせて,両 部門の再生
産は持続され,年 度末には年度当初と同一価値 ・同一素材の生産物が結果 とな
って現われる。当年度の前提である年総商品が再び年度末に結果する。.
構 成 価 格 と 社 会 的 再 生 産 過 程
前
年
度
消費手段生産部門
〔II〕
GilWll
総 収 入
W'
生産手段生産部門
〔1〕
一 GlbWlG、
ー?? ←?
???
??
?
?
?
?????ー mlViG
lb
? ? ?
CHa
???
??? 一
mHVHC卍I
GIl
a労 働 者1の 賃金
b資 本家1の 所有 貸幣
1労 働者Hの 賃金
】。労 働者1用 消 費手段
ib資 本家1用 消費手段
GlbGla
{
mIVIG
GbGl、
Li労 働者IPm1生 産手段生産用生産手段
Lll労 働者IIPmIl消 費手段生産用生産 手段
Ki資 本家IWI年 生産手段
KH資 本家IIWII年 消費手段
辛 個 人的 消費 事 部門内流通
、
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部門間流通はつぎのようになる。資本家1は 労働者1に 賃金を支払 う。その
賃金は部門1の 生産物価値の うちVIに 等 しい。労働者1は その賃金をもって
資本家 豆か ら消費手段を購買する。購買される価値は部門皿の生産物価値のう
ちのCIIの 一半に等しい。労働老1は その消費手段を消費 して当年度の労働力
能となる。貨幣は資本家 ∬に移 り,資 本家 ∬はそれをもって資本家1か ら消費
手段生産用め生産手段を購買する。購買される価値は部門1の 生産物価値のう
ちのv音 こ等しい。か くして最初 の 投下額 に 等 しい貨幣が資本家1に 環流す
る。さて,資 本家1も 消費生活を しなければな らない。資本家1は あらか じめ
所有する貨幣をもってmlに 等価値の消費手段を資本家 皿か ら購買する。購買
される価値はCIiの うちの他の一半に等 しい。資本家1は その消費手段を消費
して当年度の資本家たる実存を得る。貨幣は資本家 皿に移 り,資 本家 皿はそれ
をもって資本家1か ら消費手段生産に必要な残 りの生産手段を購買す る。か く
してう資本家Hは 当年度に必要な生産手段をすべて補唄 し,個 人的消費のため
に支出した貨幣は資本家1に 環流す る。以上で部門聞流通は終 る。
貨幣を媒介 とした異なる使用価値一 生産手段と消費手段一 の交換,vI
十m:=CH,ま たは,CII=VI十ml。,これが運動過程 の 結果である。c=v
十mo
構成価格論はここにその必然的根拠をもつ。構成価格論は,社 会的再生産を
科学的に組握する営みのうえでそれ とは別になされる現実把握の産物である。
く　
社会的再生産の科学的把握は社会的現象としての構成価格表象を発生させる。
w{1●罪1二徽 瓢
「社会 の純収 入」WIIは 社会三階級 に よって消費 され る物であ り,個 別 部門
的観 点 か らみたそれの 価値はcII+vII+mlIで あ る。W壬1は(vI+ml)と
㈱ スミス研究史のなかで 「v+m」 ドグマをもっとも批判的に理解 したのはマルクスで
ある。現行 『資本論』第2巻 第3篇 「社会的総資本の再生産と流通」の第19章 「対象に
っいての従来の叙述」第2節 「アダム ・ス ミス」 と第20章 「単純再生産」を,ま た第3
巻第7篇 「収入とその源泉」第49章 「生産過程の分析のために」をみよ。
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(VI1十1丘H)に よ っ て 購 買 さ れ る 。 そ こ で,W{1=CII十VI:十1nll=(v五十
　 　 　 　 コ の 　 　 　 　 　 　
m夏)+(VII+mH)=(VI+VII)+(皿1+mll)。社会的交換関係においては
資本制 的商品価値はv+mに 解消 され る。 ス ミスは この点か ら,総 商 品の一 片
であ る個 々の商品 も 賃金 と 利潤 と地代 とか ら価値構 成 され るとみなすのであ
　 　 　 　 　 　 　 　 コ の 　 　 　
る。そしてここ社会的再生産論に規定されて,次 のようなスミス価値論がた し
かめ られ る。
年総消費手段は部門 皿の価値形成労働によってのみな らず,部 門1の それに
よっても生産 される。社会の年総労働が生活物資の生産に汗をながす。労働者
が社会を扶養する。社会の全労働老は物的には消費手段を生産 し,価 値的には
価値生産物を生産す る。消費手段は年々に消費されるか ら,そ れの価値は年 々
の労働によって新たに生産 されねばならない。年 々新 たに 価値 を 形成する労
働,こ れがス ミスの視界をおお う。現実に支出された労働力のみが価値を規定
し,価 値付加の対象である既存生産手段価値は価値形成に参加 しない。それゆ
え,た とえば穀物生産に必要な役畜 ・用具等の価値は 「v+m」 を形成する過
去の労働に解消される。CI、と(VI+ml)と の社会的交換関係にたてば,生 産
くゆ
において既存価値を生産物に移転させる具体的有用労働は消える。
価値を生む ものは労働であり,年 労働によって形成される価値は年総消費手
段でもって表現される6再 生産論でのこの価値表現 か ら発出 されるものが,
『国富論』冒頭に しるざれたあの根本命題である。
「あ らゆる国民の年々の労働は,そ の国民が年々に消費するいっさいの生活
く　き
必需品や便益 品を本源 的に供給 する元本 である」。'
社会的再生産 の どの年度 をとって も,年 々の労働はつねに消費手段のみを生
産す る!生 産の 目的は消費にあ る!ス ミスはP…Pを ふ くむW'…W'の 視
座 にたつ ことに よ って,こ の歴史貫通的真実を重商主義批判 の矢 とす る。
「消費は,い っさい の生産 の唯一 の 目標で あ り,目 的 なのであ って,生 産者
㈹ 具体的有用労働の既存価値維持機能をおさえたのはr経 済学批判要綱』執筆期のマル
クスである。その後,彼 は,再 生産論の構築をへて,r資 本』冒頭商品論で,労 働の二
重性をブルジョア古典経済学を 「理解するための軸点」と言いきることができた。
ω 躍1罵Vo1.1,p,1(乞 邦訳,1,61頁 。
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の利益は,そ れが消費者の利益を促進するのに必要なかぎりにおいてのみ顧慮
くゆコ
されるべきものである。」
年労働が年々に生みだす衣食住物資,こ れが実質的な富である。富の源泉で'
ある労働の価値形成機能,こ の機能をもつ労働力商品を購買 し支配するものが
資本的富である。資本的富の再生産をふ くんだ実質的富の再生産の視座か らス
ミスは重商主義的富=貨 幣を批判する。社会的再生産過程に降 りたつかぎ り,
に　 ヒ にね
重商主義学説 と 「俗 うけのする偏見」を排除 して 「平明な道理が指示す る」 こ
とは,一 国の実質的富は年々その国にはいって くる 「純収入」であ?て,そ の
価値は年労働の価値生産物つまりTそ の国 の土地 と労働の年 々の生産物の価
にの
値」であるとい うことである。
スミスはケネーか ら社会的総資財の生産と流通の運動を教えられ,そ れを彼
独自の労働価値論を土台に して展開した。ス ミスはケネー 「経済表」を自分な
りに改作することをもって,ケ ネーとは別の道か ら,根 底的に重商主義的富を
批判できた6理 論的かつ表象的に。 ここにケネーか らスミスへの経済学史上の
旋回軸がある。ス ミスは告白す る。
「この[ケ ネーの]体 系は,き わめて不完全であるにもかかわ らず,政 治経
済学の問題についてこれまでに公表されたどれよりも,お そ らく真理にもっと
もちかづいたものであり,ま たそれゆえに,こ のきわめて重要な学問の諸原理
.を注意ぶか く検討 しようとするあらゆる人の考察に十分値いするものである。
た とえ土地に充当され る労働だけが生産的だ とする点において,こ の体系が説
き聞かせ る諸見解 はおそ らくあまりにも狭隙 であり,局 限されているにして
も,諸 国民の富は貨幣とい う消費 しえぬ富ではな く,そ の社会の労働によって
年々に再生産 され る消費財だ とした こと,ま た,完 全な自由こそ,こ の年々の
再生産を最大限のものにす るための唯一の有効な便法だとした ことにおいて,
この体系の教義は,ど う考えても寛大で自由であるとともに正当でもあるよう
に　ラ
に思われるのである。」
吻W瓦Vo1.2,p.66q邦 訳,II,973頁 。
{43糊 ㈹ 珂W,Vo1.1,p.340.邦 訳,1,536頁 。
㈹ π 罵Vo1.2,p.678。 邦 訳,II,996頁 。
